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─
飯
　　
野
　　
朋
　　
美
はじめに
　
九品仏の名で知られる浄真寺は、私鉄の駅名にも採用されているほど都内でも有名な寺院のひとつである。正式には九
品山唯在念仏院浄真寺という、浄土宗の寺院である。上品・中品・下品の三仏堂に九体の丈六阿弥陀像（九品仏像）を安置し、また三年に一度のお面かぶりを催行することで知られている。現在、浄真寺で頒布されている『九品仏縁起
』
）（
（
には、
九世了海が著述した『九品山縁起』 （文化九年〈一八一二〉跋刊）が紹介されている。 『 品山縁起』は、開山の珂碩上人（元禄七年〈一六九四〉没）の奇瑞や寺宝の由来を語る略縁起である。冒頭の「九品仏地内案内」では伽藍の配置や安置されている尊像が列挙され、宝物の一部が抜粋紹介されている。以下、八つの条では尊像 縁起や珂碩上人の奇瑞が語られ、最後に宝物目録を付す。そのうちの龍女の済度譚、安産名号の話、亡婦の済度譚は、珂碩上人没後間もなく編纂されたと思われる『名号威徳物語』 （元禄八年序刊）にも採録されているのだが、 『九品山縁起』には同書についての記載がなく 忘れ去られた存在であ 。
四八
　
珂碩上人の閲歴を簡単に紹介する。 『国書人名辞典』には「寛永十二年（一六三五）武蔵大巌寺に入り、珂山の弟子とな
る。翌年、霊巌寺二世となった珂山に随侍。寛文七年（一六六七）九品の仏像と丈六の釈迦像を作り同寺に安置したが、延宝六年（一六七八）世田谷奥沢に浄真寺を開いて移した」
）（
（
とだけあるが、九品仏を完成させた翌年の寛文八年に越後村
上の泰叟寺の住職となり、延宝六年に奥沢浄真寺に移るまで、十一年間を越後で過した
）（
（
。
　『名号威徳物語』の解題や翻刻は別稿に掲載予定だ
が
）（
（
、本稿でも若干の説明をしたい。本書は元禄八年の序を持つ、大本
二巻二冊本である。 『国書総目録』 、 『仏書解説大辞典』には記載がなく、わずかに『初期浮世草子年表』
）（
（
に見られ、 『選択
古書解題』
）（
（
には『奥沢教化拾遺』の書名で記載されるが、いずれにしても稀覯本である。刊年は不明で、京の永田長兵衛
と大坂の雁金屋庄兵衛の相版である。著者名は記されていないが、序文で「和
お
尚せう
存ぞん
生せう
にまし〳〵し時
とき
．うげんなる事あま
た有 いへども．目のあたり見
けん
聞もん
せし事．ひとつふたつ覚え侍りしを．我はかりしらんは平等の機ならず．世間
けん
にしらし
めて、猶
勧くはん
善せん
懲ちやう
悪あく
のためとならんと．つたなき
筆ふて
をそめて．
首しゆ
尾ひ
不ふ
都つ
合かう
なりといへども．きゝしまゝにかきつゞり
侍はへ
る
」）（
（
と述べ いることから、珂碩 身近な弟子 ろうと推測できる。論者は別稿で、著者は弟子の珂憶と推定した
）（
（
。
　
　
本稿では、 『名号威徳物語』と『九品山縁起』の両方に採録されている説話を比較し、珂碩上人没後すぐに浄真寺周辺で
認知されていた珂碩上人の奇瑞譚が、百余年の時を経て どのように変遷し ったのかを検討 てゆく。 『名号威徳物語』は家蔵の二本（飯野甲本、飯野乙本）
）（
（
を、 『九品山縁起』は国会図書館蔵本
）（1
（
を用いることとする。
一
　
龍女の済度譚
　
まずは、龍女の済度譚について検討する。龍女の済度譚について考える際には、もう一書、比較対象を増やす必要があ
る。それは、珂碩上人没後四年、元禄十一年（一六九八）に珂憶 弟子珂然の撰した『珂碩上人行業記』 （以下『行業 』 ）
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という漢文体の伝記である。 『行業記』にも龍女の済度譚が採録されている。 『行業記』は『浄土宗全書』第一七巻に収められて るが、現在、浄真寺は所蔵していないらしい。 『浄土宗全書』の解題には残念ながら底本の記載がない。活字本文は他に『浄真寺
　
文化財綜合調査報告』第七編「史料」の参考史料掲載のものもあるが、底本は『浄土宗全書』である。
日本古典籍総合目録データベースによ と松ヶ岡文庫が写本（石井積翠旧蔵書）を所蔵するらしいが、未見である。本稿では『浄土宗全書』の本文を使用することとする
）（（
（
。
　
以下、 『名号威徳物語』 、 『行業記』 、 『九品山縁起』の三書の違いを確認してゆくが、
表
1に違いの概要を示したので、適
宜参照されたい。表１
『名号威徳物語』
『行業記』龍女済度
『行業記』悪龍鎮撫
『九品山縁起』
 時
 正保年中以後
 不明
 寛文八年
 寛文二年秋
 場所
 越後高田
 伊豆御崎
 越後泰叟寺
 伊豆
 龍女の年齢
 龍女（十四五歳）
 不明
 龍女ではなく悪龍
 龍女（十七八歳）
 出会い
 龍女が夢に現れる
 龍女が夢に現れる
 十川での悪龍鎮撫の場
 龍女が夢かうつつかに現れる
 戒名
 授けない
 授けない
 授けない
 玉誉龍泉
 卒塔婆
 たてる
 たてる
 たてる
 たてる
　『名号威徳物語』では龍女を済度するに至るまでの経緯にかなり筆を費やしており、その分量は上巻の三分の二以上を占めるほどである。①「越後国高田不思議有事」 、②「和尚瑞夢を見給ふ事」 、③「和尚瑞見給ふ事」 、④「和尚胎宗寺
）（1
（
入院し
給ふ事」の計四つの条に及んでおり、かなり長文なので、全文は示さず、あらすじを紹介する。
五〇
　「越後国高田不思議有事」では正保年中に越後国高田で曽川（十川
）
）（1
（
が決壊し、田畑が淵となった自然災害を語り（実は
龍女のせい） 、つづく「和尚瑞夢見給ふ事」で、霊巌寺にいた珂碩上人と龍女との対面の場面を描く。夢に十四五歳の美女が現れ、結縁のために来たと言う。珂碩上人は取り合わなかったが、女は重ねて結縁のために来たこと、珂碩上人はいずれ越後高田に赴く旨の予言、高田の淵は自分の業であること、上人の引導で仏土に至りたいことなどを言う。同様の夢師の珂山上人も見ていた。 「和尚胎宗寺入院し給ふ事」では 珂碩上人は予言通り越後高田 胎宗寺に入院し 龍神を済度して、淵は元の田畑 戻る。また、その折、弟子の死期を予言する。　『行業記』には『名号威徳物語』の龍女済度譚によく似た、龍女済度譚と悪龍鎮撫譚の二種が採録されている。まず、龍女の済度譚のあらすじは、豆州御崎の漁師が怪魚を捕獲した。この魚肉を食した者は皆奇病になった。当地 今村氏も罹患した。珂碩上人の夢に豆州御崎 龍女が現れた。龍女は捕獲され体をばらばらにされ 事を恨んでおり、済度を願った。また、今村氏の家人が珂碩上人を訪ねる旨 予言をし 。後日、今村氏の家人が珂碩上人のもとへやって来 珂碩上人は施餓鬼法を行じた。豆州に出向き、怪魚を捕獲した場所に塔婆を立て 病人は回復し 塔婆 上に龍灯が現れた。里の人 、その岸の松を龍灯松と名づけた という話である。　もう一種の悪龍鎮撫譚のあらすじを示すと、珂碩上人は、寛文八年に越後の泰叟寺の住職になった。その頃、十川とい
う川の岸が崩れて淵になり、堤防の造成がうまくゆかなかっ 皆 龍 しわざという。代官の杉浦氏は珂碩上人の噂を聞いて助けを求めた。珂碩上人が施餓鬼法を行ずと、大き 蠎
うわばみ
が淵から出てきて消え失せた。淵は干上がり、堤防の造成
がかなった。塔婆を立てると龍灯が現れた、という内容である。　
続いて『九品山縁起』所収の龍女済度譚、 「
伊い
豆づ
の
下しも
田だ
におゐて
龍りう
女によ
化け
益やく
ニ付民
みん
家か
に念仏を
勧すゝめ
給ふ事」のあらすじを示す。
　
寛文二年の秋、昼間に珂碩上人がまどろんでいると、十七八の美女が現れる。その夜、夢の女（龍女）が再び現れ、済
度を願う。龍女は、方便として大魚となり 漁師 網にかかること、その 肉を食 者は大熱悩乱するが、多くの人
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済度してほしいことを言う。珂碩上人は龍女に玉誉泉龍という戒名を授け、十念を与える。龍女の言葉通り、下田で大魚が網にかかり、その魚肉 食した者は大熱悩乱した。珂碩上人は塔婆を立てて加持を行う。龍灯が現れ、松の木にかかる。病人は全快した。龍灯がかかった松を龍灯松と名づけ　『名号威徳物語』所収話は、正保年中以後に起きた越後の龍女済度譚であるが、 『九品山縁起』では時代がやや下り、 「
寛くわん
文ぶん
二年の秋八月下
け
旬じゆん
の事なるに」としている。場所は伊豆に移して語られる。珂碩上人と龍女との出会いは「昼
ひる
の内少し
まどろみ給ふ所に（中略）けしからぬ浪
なみ
かなと思ひ給ふうち、たちまちに寄せ来りその中より十七八の美
び
女ぢよ
せんけんたる
よそほひ身には
綾りよう
羅ら
をまとひ上人の前 跪く」とあり、 『名号威徳物語』と同様に夢である。夢に現れた龍女が済度を願う
のは両者に共通しているが、 『名号威徳物語』では、 「和尚しばらく念
ねん
誦じゆ
まし〳〵て、懐
くはひ
中ちう
より血
けつ
脉みやく
を取出し、池の内ニ投
なげ
入れ給へば」 、 「池の内より五丈斗の大蛇
じや
出て、投
なげ
入給ふ所の血
けち
脉みやく
を首
かしら
にいたゞき、向
むかふ
の山にのぼるとみれば、いよ〳〵黒
こく
雲うん
立おほひ、
行ゆき
方かた
なくそなりける」と、最後まで龍女に戒名を授けず、越後の地で済度する。 『九品山縁起』では「上人御
血けち
脈みやく
に玉
きよく
誉よ
泉せん
龍りう
と戒
かい
名めう
を附
つけ
給ひ、御十念をあたへ給へは、龍
りう
女によ
は歓
くわん
喜き
の色
いろ
をあらはし御礼
れい
申あげ、かき消
けす
やうにうせにけ
り」と、龍女が済度を願ったその場で戒名を授け、済度する。さらに龍女は方便をもって大魚になり、伊豆に災い 起こすが、これは珂碩上人が念仏を勧めることで、多くの人々の済度 実現することを願う故の行為であった。その後、伊豆に平穏 戻り、龍灯が現れ、それがかかった松を龍灯松と づけた、という結末を付す。　『行業記』にも龍女の済度譚は、伊豆の話として採録されている。龍女が済度を願うのは他の二書と同様に夢である。悪龍鎮撫譚は、越後の国の話である。悪龍なので、自ら済度を願うことはない。 『名号威徳物語』と『九品山縁起』とでは、話題となる場所が異なる。 『名号威徳物語』の龍女済度譚は他の説話に比 て長 。 『行業記』の二話のような既存の説話が既に存在していたのを融合させて、一話分に仕立て越後の話とした可能性もある。　話の展開としては、ある土地に災いが起こり、龍女が済度を願い、災いが起こった地で龍女を済度し、土地は元通り復
五二
した、という『名号威徳物語』のそれが自然ではあるが、龍女に戒名を授けて済度、龍女のお礼ともいうべき龍灯が出現、という『九品山縁起』の展開は、 『江戸名所図会』 （天保七年〈一八三六〉刊）巻六「神田山幡随院」の項で取り上げている「妙
めう
竜りう
水すゐ
、本堂の左にあり。…竜
りゆう
女によ
ありて上人のもとに来り、浄土の脈譜を受けて畜身を解
げ
脱だつ
し成仏せりとぞ。依って
そののち法恩の為に捧ぐるところの清
せい
泉せん
なりといへり」
）（1
（
という話と非常に良く似ており、パターン化された龍女済度譚と
いえるだろう。　
越後や伊豆での災いを鎮めるという点では、珂碩上人存命中の貞享三年（一六八六）に幕府に仕えた儒者、人見竹洞の
著した漢文体の『奥沢九品仏記
』
）（1
（
と重なる部分もあるが、 『奥沢九品仏記』には龍女は登場せず、巨蛇や怪魚を鎮撫すると
いう内容なので、本稿では比較の対象からはずした。
二
　
安産名号の話
　
次に安産名号にまつわる説話について考えてみる。難産で苦しむ妊婦が名号を飲んだおかげで無事出産する。しかも赤
子の手の中には名号が入っていた、という内容である。　『名号威徳物語』と『九品山縁起』の二書の違いの概要は、表
2に示した。
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表
2
『名号威徳物語』
 『九品山縁起』
主人公
尼屋伝四郎と息子の伝兵衛
 仕立屋伝四郎
場所
 
江戸八丁堀
 北八丁堀二丁目
産婦
伝兵衛の嫁
 伝四郎の嫁
お産
 難産
 逆産
安産に至るまでの経緯
夫（尼屋伝兵衛）が以前もらっていた名号を妻に飲ませ、出産
親類の尼屋伝兵衛が上人に頼み御符をもらう。さらに名号一幅を与えられ、産婦に飲ませ、出産
 名号
赤子の左手が開かず、一ヶ月後に開いた手から名号が落ちる
 赤子の左手に名号が握られた状態で出生
　
まずは、 『名号威徳物語』 「尼屋伝四郎物語」のあらすじを紹介する。章題は「尼屋伝四郎」の名を冠しているが、実際
は尼屋伝四郎とその息子伝兵衛の親子二代にわたる物語である。　
霊巌寺
）（1
（
の珂碩上人の夢に、上人に帰依していた江戸の尼屋伝四郎夫婦について語る童子があらわれる。翌日、尼屋に夢
の話を語ると、尼屋夫婦は深川八幡に参詣し、白髪の老人から玉をもらい、呑む夢を見たと話す。妻は懐妊し、男子を産む。その男子が 兵衛である。その後、伝四郎は念仏の功徳により往生をとげる。妻も同様である。息子、伝兵衛の妻が懐妊した。難産になったが、名号を呑ませると無事男子出産となる。男子は左手をかたく閉じたままだったが 産後一ヶ月の頃、開いた左手から名号 出てきて、夫婦は大いに有難く思う。珂碩上人にこの旨を話すと、胎内くぐりの名号として年号月日を書き、夫婦 渡す。伝兵衛夫婦は自宅に持ち帰り、昼夜念仏を怠らなかった。家は富み栄え、近所の人や狐狸に乱気した者まで、この名号を掛置いて念仏すると元気になった。
五四
　
これが『九品山縁起』 「
安あん
産さん
名めう
号ごう
御利
り
益やく
の事」では、北八丁堀二丁目に住む仕立屋伝四郎夫婦の話となる。仕立屋伝四郎
の妻が逆産のため、足が出るばかりでなかなか出産できずに衰弱した。親類の中橋に住む尼屋伝兵衛が霊巌寺の珂碩上人のもとに参り、難産の旨を告げ、御符をもらい受ける。御符を持ち帰り、赤子の足に貼ってみるが出産には至らないので再び珂碩上人のもとに参り 助けを求める。珂碩上人は名号を与えて、水に浮かべて念仏して飲 ように言う。教えられた通りにする 無事出 し 。しかも、赤子の手には名号が握られていたので、洗い、表具して守名号とした。後日、珂碩上人のもとに親子でお礼参りをした際、守名号 裏 胎内潜りの名号と書いてもらった という内容であ 。　
両書の内容は大筋では同じだ 、 『名号威徳物語』の場合は、安産名号の話の前に親世代の話を八丁にわたって語ってい
る。ここでの主題は念仏の功徳であり、安産の話 その一つとして語られる。昼夜念仏を怠 なかった尼屋伝四郎は「こうせうに念
ねん
仏ふつ
し、眠
ねむる
がごとく往
わう
生ぜう
しけり」と、往生をとげる。息子夫婦も「名号の弥陀仏三字をきり、請
しやう
浄の水を結
むす
んで
是をのましめけれは、ふしぎや産
さん
の怪
け
しきりにくるしめければ、かいしやくの姥
うは
さし寄
よつ
て、今こそといふ程
ほと
こそあれ、初
はつ
声こゑ
かまひすく
忽
たちまち
男なん
子し
をたん
生ぜう
しければ、
偏ひとへ
に
名めう
号かう
のとくをかんじ、一家
悦よろこひ
ひあへり」と、名号のおかげで安産となる。
『九品山縁起』では、難産の途中で二度も珂碩上人に助けを求めたり、上人のもとに駆けつける者がいきなり登場した親類（尼屋伝兵衛）だったり と話が整理されていない印象がある。しかしながら、一つの条に一 の話題を取り上げているめ内容がわかりやすい。　
中でも大きな違いは、赤子の手中にある名号にいつ気づくのか、ということである。手が開かず のちに中から因縁の
ものが出てきた、という話型は、歌舞伎『桜姫東文章』の桜姫や読本『南総里見八犬伝』の犬江親兵衛が有名 ある。 『桜姫東文章』では、美貌の桜姫は生まれつき左手が開かず、世をはかなんで、出家 ようとする。高僧清玄が念仏を唱えると桜 の左手 開き 清玄 亡き恋人 形見である香箱が出てくる。そこ 清玄は、桜姫を恋人 生まれ変わりと認識する、 いう話である。また、 『南総里見八犬伝』に登場する犬江親兵衛は、生まれつき左手が開かなかった。八房に蹴ら
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れ、仮死状態となるが、蘇生後に左手が開き、珠が現れ、犬士と判明する、という話である。　
湯浅佳子氏には聖徳太子が左の手から舎利を出したという話を載せる『先代旧事本紀大成経』 「聖皇本紀」や「帝皇本紀」
にある聖徳太子が掌より瓢箪の種を出したという話を例にあげ、 『南総里見八犬伝』の犬江親兵衛の仁出現譚の典拠であるというご指摘がある
）（1
（
。その他にも高田衛氏は『南総里見八犬伝』の犬江親兵衛の原拠として『封神演義』の哪吒太子説話
（哪吒太子は産まれた時は肉塊だった。父が驚いて剣でその肉を切り裂くと、右手に金鈴をもって生まれてきた）を挙げられている
）（1
（
。また、堤邦彦氏は山梨県甲府市の大泉寺縁起で語られる武田家嫡男が曽我五郎時宗の再来であり、その証拠と
して右手に目貫をにぎって出生するという曽我再生譚の伝播を示されている
）（1
（
。
　『名号威徳物語』は各氏ご指摘の話型にあてはまり、 「其後一月立て湯をあみせければ、自
し
然せん
に左
ひたり
の手ひらけたり、夫
ふう
婦ふ
悦よろこひ
立たち
寄より
見れば、
平へい
産さん
せし時、
母はゝ
に
呑のま
せし所の
名めう
号かうの
三字、そのまゝにて手の内より出しける」と出産からしばらく時が
経ってから名号のお陰で安産となった、と判明する。焦点 当てられているのは珂碩上人の威徳であり、それを称揚する高僧伝の性格を持つ話といえる。 『九品山縁起』ではその話型を離れて、 「左
ひだり
の手
て
に御名号を握
にぎり
て生
うま
れければ」と、出生時
に手に名号を持っている。誕生の時点で、安産は名号の利益だとわかる話の展開になっている。浄真寺で授けられた名号の利益を知らしめる とが目的の『九品山縁起』は 暫く手が開か いという階梯を必要としなかった。基本的には『名号威徳物語』の内容 承けな らも、高僧伝から寺院宣揚のための縁起に変容したこと 示す徴証と言えよう。
三
　
亡婦の済度譚
　
最後に亡婦の済度譚を比べてみる。二書の違いの概要は表
3に示した。
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表
3
『名号威徳物語』
『九品山縁起』
きっかけ
亡婦が珂碩上人のもとに済度を願い出る
亡婦が珂碩上人のもとに済度を願い出る
亡婦の身の上
山城国宇治の里今井某の妻
宇治の里宮本仁左衛門（代々仁左衛門を名乗る）の妻
経緯
今井某は色好みで妾を寵愛するあまり、召使いに命じて本妻を宇治川に沈める
仁左衛門は、疱瘡で醜くなった妻を宇治川に沈め、妾と再婚
祟り
妾の息子を病気にさせる
妾の息子を病気にさせる
戒名
心月妙立
蒙光清雲信女
後日談
なし
妾の息子が回復後に、茶釜を奉納する
　『名号威徳物語』の該当話は下巻の冒頭話だが、章題がないので、 「亡婦の済度」と仮題をつける。珂碩上人は越後から隠遁し、目黒の山陰に草庵をむすび、多くの衆生を引導していた。ある夜、女が忽然とあらわれる。女は山城国宇治の今井某の妻で 妾に男子が生まれたのち、うとまれて宇治川で溺死させられたと語る。さらには妾の息子（山城屋与八郎）に取り憑き悩ませているので、仏事 なして弔ってほしいと頼む。上人は山城屋に赴き、例の女を溺死させた召使いに向かって、溺死させられた妻 怨念のせいで与八郎が苦しんで ると伝える。初めはしらを切るが、悩乱の ち、罪を告白する。上人は召使いに十念をさずけ、与八郎にも十念をさずけると、正気になる。その後仏事をなし 溺死させられ 妻に心月妙立という戒名を授け、念仏を行う。与八郎は本復し、怨霊の夢も見なく った。　同じような亡婦の済度譚が、 『九品山縁起』 「
接せつ
待たい
大おゝ
茶ちや
釜かま
由ゆ
来らい
」にも採録されている。宇治の里に住む宮本仁左衛門は、一
人娘に婿養子を迎えて家督を譲る。娘は十六歳の時に疱瘡に罹り 不器量にな 。それを疎んじた婿（仁左衛門を名乗る）は、妾を囲う。女房を宇治川に沈め、他人には行方不明ということにした。妾 男子が誕生するが、仁左衛門（婿）は寝
五七
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たきりになり、そのまま死亡する。息子（同じく仁左衛門を名乗る）も父同様の症状になる。珂碩上人の噂を聞いた家族は、江戸の珂碩上人のもとに下る。珂碩上人によると、亡婦があらわれ、事件の真相を語ったので、上人は亡婦に十念と戒名を授けたとのこと。仁左衛門（息子）にも十念を授け を弔うように助言する。仁左衛門は日参して十念を頂くと、回復した。上人は茶釜の献上を勧めた 仁左衛門 息子）は承諾したが、帰宅後、 っかり忘れてしまう。すると夢に亡婦が現れ「茶釜を拵えないなら罰 下す」というので、慌てて茶釜をあつ え、翌日江戸に下ろうとする。夜が明けると茶釜がなくなっており、とりあえずお礼参りのため江戸へ下る。珂碩上人のもとに参上すると、すでに茶釜 届いていた。皆は 者 持ってきたのだろうと話した。この話を聞いた人々は茶釜を「飛茶釜」と言った。　「接
せつ
待たい
大おゝ
茶ちや
釜かま
由ゆ
来らい
」は、章題からも推察できるように、寺宝の茶釜の由来譚である。この茶釜は『江戸名所図会』 （天保
七年〈一八三六〉刊）巻三の浄真寺の項 も見え、 「毎年四月千部の時出し、この茶釜にて茶を煎じて衆人に施す
」
）11
（
とあ
る。この飛茶釜説話について堤邦彦氏は、 「宝物にまつわる幽霊済度譚の背景に、寺と檀徒の深い紐帯を読み取 ことができる」 、 「千部法要の接待茶の起源 語る霊験由来が布法実践の場を通じて民衆 享受されたこと 教え 」と指摘されている
）1（
（
。
　
興味深いことに、 『名号威徳物語』 「亡婦の済度」の場合は、幽霊済度譚のみが語られ、飛茶釜の話は出てこない。亡婦
のための仏事を営む様子を「戒
かい
名めう
心しん
月けつ
妙めう
立りう
とつけたまひ、施
せ
餓か
鬼き
執しゆ
行きやう
有、又一七日の別
へつ
時じ
念ねん
仏ふつ
を行ひ、生
しやう
霊りやう
菩ほ
提たい
を祈
いの
り
けれは、其しるしにや、病
ひやう
人忽本復して、かさねて怨
おん
霊りやう
の夢
ゆめ
にも見すなりけり」と語る。あくまでも念仏の功徳に焦点を
当てているのであ 。　
一方、 『九品山縁起』では、仁左衛門（息子）の回復してゆく様子を「彼ものは
毎まい
日にち
日につ
参さん
して御十念いたゝきければ、
自し
然ぜん
と手
て
足あし
もはたらき十四五日めには少づゝ歩
ほ
行こう
なりければ、いよ〳〵信
しん
心〴 〵
増ぞう
進しん
して念仏すれば廿日目には達
たつ
者しや
になり」と
語り、後日談として「
摂せつ
待たい
に
茶ちや
を
出だ
したし、
幸
さいはい
茶ちや
師し
の事なれは御礼に茶かまを
献けん
しられよとすゝめける、これによつて
約やく
五八
諾だく
して帰
かへ
りしが打
うち
わすれ、しばらく遅
ち
滞たい
しければ、亡
もう
者じや
夢ゆめ
まくらに広大御利益を蒙
こうむり
り、御やくそくの茶釜も拵
こしらへ
ず、御礼に
下くだ
らす、御
罰ばつを
蒙へしと
告つげ
けれは、おどろきて茶釜を
誂あつら
へ
鋳い
させてござ
包つゝみ
に致し、
明あ
日す
は御礼に
下くた
らんと
支し
度たく
せしに、その
夜よ
のうちに失
うせ
せけり、朝
あさ
起をき
て是を見るに一
いつ
向こう
見み
へざれば、いかゞせんと思
し
案あん
せしが、あまりに延
ゑん
引にん
になれば、先
ま
つ御礼に
斗はかり
下り、此の事申わけ
致いた
さんと
存ぞんし
、
出しゆつ
立たつ
して上人の御許
もと
へまいり、
厚あつ
く御礼申上、茶釜の事を申上けれは、その茶釜は
先さき
達だつ
て葛
か
西さい
へとゞきたりと仰られければ、皆〳〵ふしぎの思ひをなし、定て亡
もう
者じや
の持
もち
来きた
りしならんと言
いゝ
ければ、この事を聞
つたへし人〳〵は、常念仏だうの飛
とび
茶釜と申けり」と、茶釜の由来を示す。
　
珂碩上人の没後間もなく出版された『名号威徳物語』では茶釜が登場せず、文化年間に出版された『九品山縁起』には
語られているということ 江戸後期の浄真寺における勧化・唱導の在り方をあらわしているのではないだろうか。文化年間の浄真寺には講が成立していたという
）11
（
。開帳や寺院行事に物見遊山がてらに参詣する庶民に向けて、亡婦済度のまぎ
れもない証拠として、寺伝の宝物とそれに関わる話を示すことは、信憑性という点において、珂碩上人 奇瑞を伝える寺であることを宣伝するのに大変有効であっ ろう。　
逆にいえば、名号の有り難さをことさらに強調するだけでは、享受者側が物足りなく思うようになっていたのではない
だろうか。信仰とは離れた感覚で たとえるならば、心霊スポットに怖い物見たさで近づく現代人の心性にも共通する感覚で、寺社に出入りする江戸庶民の姿が想起されるような一話である。 『九品山縁起』の最後に付された宝物目録に記される「血の池帷子」や「亡者の文」なども、物見高い江戸庶民の欲求に応える品々なのではないだろうか。茶釜の話の付加は、これもまた高僧伝から縁起へ 変容を示すもの 言えよう。
五九
九品山浄真寺にまつわる説話の変遷
おわりに
　
本稿では、 『名号威徳物語』所収話と『九品山縁起』所収話を比べてみたが、興味深い事実が判明した。文化頃、浄真寺
周辺で語られていた珂碩上人にまつわる説話は、珂碩上人存命中に、既にある程度形成されていたという事実である。同じ浄土宗の高僧、祐天上人も存命中に『死霊解脱物語聞書』 （二巻二冊・元禄三年刊）が出版され、何度も版を重ねた 祐天上人は、紛う方なきスーパースターであったが、 『名号威徳物語』の出版に関わった人物には「我らが珂碩上人も」という意識があったのかもし な 。　
また、両書に共通する説話は、時を経て多少の変容を遂げていた。それは浄真寺にまつわる説話だけに限定された動き
ではないだろう。龍女の済度譚のパターン化は、同宗派内での説話の共有という事態を推測させ 。一方安産名号の話は、『九品山縁起』では、浄真寺で授けられる名号の利益を称揚することにのみ重点を置いている。これは、一人の高僧の称揚、威徳が、特定の寺院の宣伝に変質したことを示している。そして、亡婦 済度譚には、時代が下ると寺宝の由来譚が付け加えられた。これも珂碩上人という一人 高僧の伝記が 浄真寺という一寺院を宣伝する説話 変化した証左であろう。　
この点は、開帳の隆盛と密接に関わっているように思われる。寺院行事の場で、寺に伝わる説話に関わる寺宝を目の当
たりにできるならば、噂が噂を呼んで、我も我もと人々が参集し であろうことは容易に想像できる。浄真寺は、珂碩信仰のもと 数々の講が形成された寺院であったが、講に所属 た人々の中には、好奇心に訴えるような趣向を楽しむ者もいたのではないだろうか。そんな背景のもと、高僧伝 縁起へと作り変えられたのである。
六〇
注（
（）　
浄土宗九品仏浄真寺編『九品仏縁起』 （二〇一一年） 。
（
（）　
第一巻、岩波書店、一九九三年。
（
（）　『浄真寺
　
文化財綜合調査報告』第一編「歴史」 （東京都世田谷区教育委員会、一九八六年）
（
（）　
拙稿「 『名号威徳物語』解題・翻刻」 （ 『書物・出版と社会変容』第一八号、二〇一五年三月刊の予定） 。
（
（） 　
野間光辰著、青裳堂書店、一九八四年。
（
（）　『水谷不倒著作集』第七巻（中央公論社、一九七四年） 。
（
（）　
引用は飯野甲本および乙本による。以下、引用はいずれの についても、底本に付されている読点以外に私の読点（
 、 ）を加
えることとする。
（
（）　
注 （
（） に同。
（
（）　
飯野甲本は大本二巻二冊（取り合わせ） 。上巻後補朽葉色表紙。下巻薄縹色地に毘沙門格子巻竜文様を摺り出す表紙。上巻左肩
に「名号威徳物語上（菱川画） 」と朱筆書き。序題「名号威徳物語上」 。序記「于時元禄八乙亥天孟春吉旦」 。内題は上巻なし、 「名号威徳物語下」 。刊記は「京
　
永田
　
長兵衛／大坂雁金屋庄兵衛
　
板」 。飯野乙本は半紙本上巻のみ一冊。
包ほう
背はい
装そう
。後補縹色表紙。
中央後補題簽に「名号物かたり」と墨筆書き。もともと大本であったのを、半紙本、包背装に改装したか。そのほかは飯野甲本に同。なお、天理大学附属天理図書館も上巻のみ一冊本を所蔵する（請求記号は九一三・六二─イ三五一─五） 。
（
（0）　
登録書名は『九品山略縁起』 、請求記号は二二九─ 二四。大本三巻 冊。砥の粉色表紙。左肩に「九品仏地内案内記」と墨筆
書き。序記「関東本山光明寺／南無阿弥陀仏
　
教誉典海（花押） 」 。内題なし。尾題「九品山縁起巻上（中）終」 、 「九品山略縁起巻
下終」 刊語末の年記「文化
申の季夏」 。引用にあたっては、私の句読点（
 、 。 ）を加えることとする。
（
（（）　『浄土宗全書』第一七巻（山喜房仏書林、一九七一年） 。
（
（（）　「胎宗寺」は前述の泰叟寺。その後寺名が変わり、現在は新潟県村上市寺町に存する浄念寺。ちなみに『曽良旅日記』の七月朔日条には「朝之内泰叟院へ参詣」とみえ、 『おくのほそ道』の旅 途次に芭蕉と曽良も当寺を訪れている。
（
（（）　
十川はもと十川村畔を流れる三面川か。十川村は現在の村上市の一部。
（
（（）　
早稲田大学図書館蔵、請求記号はル四／四〇九、一六冊目。古典籍総合データベースの画像による。
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（
（（）　『浄真寺
　
文化財綜合調査報告』第七編「史料」 。
（
（（）　
霊巌寺はもともと霊巌島に建立され、明暦三年（一六五七）の大火で焼失し、翌年替地として現在地（江東区白河）に再建され
た。本話は尼屋親子の二代記なので、話の途中で霊巌寺が移転している可能性もある。または、全てが移転後の話という可能性もある。
（
（（）　「 『南総里見八犬伝』と聖徳太子伝」 （ 『近世文芸』七一号、二〇〇〇年一月） 。
（
（（）　「馬琴の秘儀空間─ユートピア志向その他」 （ 『国 学解釈と教材の研究』第三一巻第二号、一九八六年二月） 。
（
（（）　「曽我五郎再生譚の近世的展開─信玄奇誕説話と近世文芸」 『近世仏教説話の研究─唱導と文芸』 （翰林書房、一九九六年） 。
（
（0）　
注 （
（（） に同、八冊目。
（
（（）　「九品仏・珂磧上人─幽霊済度の霊験と開帳・講会─ 『江戸の高僧伝説』 （三弥井書店、二〇〇八年） 。
（
（（）　『浄真寺
　
文化財綜合調査報告』第一編「歴史」によれば、深川の虫干講と千部講、四谷の御備講、桜田の御膳講、市ヶ谷の蝋
燭講など、講員が地域性を持ち、浄真寺に奉仕する役割を分担した講であった。
　
